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赤字が改定点 

１．感染対策の基本方針の反映（マスク着用・身体的距離・会話制限） 

No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

１ プロトコル 1（感染予防と対処） 

Ⅱ.感染を予防する 

参考 人々への推奨行動（厚労省） 

（厚生労働省／検疫所「オミクロン株の最新情報（2022 年 1 月 24

日時点）」より） 

COVID-19 ウイルスの流行を抑えるために個人ができる最も効果的な方

法は、 

• 他人と物理的に距離を置くこと（最低１メートル以上離れる） 

• よくフィットしたマスクを着用すること 

• 窓を開けて換気を良くすること 

• 風通しの悪い場所や混雑した場所を避けること 

• 手を清潔に保つこと 

• 咳やくしゃみは曲げた肘やティッシュにすること 

• 機会が与えられたらワクチンを接種すること      です。 

プロトコル 1（感染予防と対処） 

Ⅱ.感染を予防する 

参考 新型コロナウイルス感染症対策について（首相官邸）  

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coron

avirus.html   

 

参考 マスクに関する補足情報（内閣官房） 令和 4 年 5 月 20 

日付  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kans

entaisaku_00001.htm l  

 

＜屋外＞ 

○マスク着用を推奨 

他者と身体的距離（２ｍ以上を目安）が確保できない中で会話を

行う場合 

○それ以外の場面については、マスクの着用の必要 はない 

（例：公園での散歩やランニング、サイクリング /徒歩や自転車での通

勤、屋外で人とすれ違う場面） 

特に夏場は、熱中症予防の観点から屋外でマスクの必要のない場面で

は マスクを外すことを推奨 

＜屋内＞ 

○マスク着用の必要がない 

他者と身体的距離が確保できて会話をほとんど行わない場合 

⚫ 最新の政府の対策方針

を反映 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

（例：距離を確保して行う図書館での読書、芸術鑑賞） 

○それ以外の場面については、マスクの着用を推奨 

 

２ 5. サッカー選手の予防  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 感染予防の習慣化 

• 規則正しい生活、バランスの取れた食事、十分な休養・睡眠（免疫力

アップ） 

•外出時は常にマスク。マスクは不織布製で隙間なく着用することが望まし

い（飛沫感染防止） 

•咳エチケットを守る（他人にうつさない） 

•手洗い、手指消毒（手についたウイルスを除去） 

•口・鼻・目に不用意に触れない 

• 多くの人が共通して触れるモノ、触れる場所に注意 → 触れたら手洗

い・手指消毒 

5. サッカー選手の予防  

(1) マスク・身体的距離・会話の制限の考え方日常生活やチーム活動

の場面において、下表の方針に基づく予防行動が求められます。 

マスクなしの場合  
距離(2m 目安)をとるか、会話を

制限  

距離なしの場合  

（2m 未満目安）  
マスクをつけるか、会話を制限  

会話ありの場合  マスクをつけるか、距離を制限  

換気の悪い場所  マスクを着用  

・「距離あり」とは「2m 以上空ける」ことを指します。濃厚接触疑い基準

に準拠しています。 

 

(2)感染予防の習慣化  

•規則正しい生活、バランスの取れた食事、十分な休養・睡眠 

（免疫力アップ）  

•マスクは不織布製で隙間なく着用することが望ましい（飛沫感染防

止）  

•咳エチケットを守る（他人にうつさない）  

•手洗い、手指消毒（手についたウイルスを除去）  

•口・鼻・目に不用意に触れない  

•多くの人が共通して触れるモノ、触れる場所に注意。触れたら手洗い・

手指消毒  

⚫ 感染収束期においても

留意すべき基本的な対

策（マスク、身体的距

離・会話の制限）、予

防行動を整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「外出時は常に着用」の

文言を削除。各自が最新の

着用方針に沿って判断。 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

•マスク無しで近距離（1～2m 程度）の会話は避ける 

• 移動先の感染状況を十分把握し、感染がまん延している区域へやむを

得ず移動する際には、当面の間、ワクチン接種済みでも、検査で陰性を

確認してから移動することが望ましい 

 

(2) リスク行動を減らす 

•３つの密（密閉、密集、密接）が起きそうな場所へは出向かない 

 

 

 

•頻繁な握手・ハイタッチ・抱擁、大声を出す集合写真・円陣、使用済ユ

ニフォームの交換、唾や痰やうがいしたものを吐く行為なども感染リスクにつ

ながる 

•外食は慎む（家族・同居者との外食は可）。とくに５人以上の外食は

リスクが高い（実際にあった事例として、感染拡大期に５人以上で会食

をし、グループ全員が陽性もしくは濃厚接触者となりチーム活動に影響を

及ぼした事例も生じている） 

• 家族や同居者と外食する場合も、自治体が認める感染対策認証店を

利用する 

•カフェでの会話も、できるだけマスクを正しくつけて 

•スポーツジムは、多人数が室内で呼気が激しくなる運動を行うため、不

特定多数が利用する場所は控え、チーム・個人等で専用できる場合は感

染対策が徹底された場所を利用する 

（参考）感染リスクが高まる５つの場面 

 

 

•マスクなしで近距離（～2m 程度）の会話は避ける  

•（削除） 

 

 

 

(3)リスク行動を減らす  

•3 つの密（密閉、密集、密接）が起きそうな場所へは出向かない  

•ロッカールーム、チームバス、会食をはじめ、複数人数が距離のないエリ

アに集まり、マスクを外しやすく、会話が発生しやすい場所は特に、適切

な対策を怠った場合、感染リスクが高まる  

•頻繁な握手・ハイタッチ・抱擁、大声を出す集合写真・円陣、使用済

ユニフォームの交換、唾や痰やうがいしたものを吐く行為なども感染リスク

につながる  

•感染拡大期の外食はできる限り慎む。とくに 5 人以上の外食はリスク

が高い（実際にあった事例として、感染拡大期に 5 名以上で会食を

し、グループ全員が陽性もしくは濃厚接触者となりチーム活動に影響を

及ぼした事象も生じている）  

•外食時には、自治体が認める感染対策認証店を利用する  

 

•カフェでの会話も、できるだけマスクをつけて  

•スポーツジムは、多人数が室内で呼気が激しくなる運動を行うため、不

特定多数が利用する場所の利用は控え、チーム・個人等で専用できる

場合は感染対策が徹底された場所を利用する  

（参考）感染リスクが高まる 5 つの場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●感染収束期においても、

感染リスクが高い場所を明

記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://corona.go.jp/proposal/
https://corona.go.jp/proposal/


WE リーグ新型コロナウイルス感染症対応ガイドライン   改定内容一覧【2022 年７月 8 日】 

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ 

公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ 

 

4 

 

No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

(3)サッカーのトレーニング → 詳細はプロトコル 4 へ 

•できるだけ感染リスクの低い移動方法を選ぶ 

• ミーティング、更衣室、シャワー等は、換気をよくし、社会的距離をとり、可

能な限り短時間で済ませる 

• 複数の人が同じモノに触れる機会を減らす。タオル、飲水ボトル、シャンプ

ー等の共用を避ける 

(4)体調記録・行動記録の作成 → 詳細はこちら 

•毎日の体調と行動を記録し、定期的にクラブに提出する 

•感染予防行動がとれていることの確認 

• 「陽性」や「濃厚接触」のとき、影響範囲を調べるために行動記録が必

要 

(4) サッカーのトレーニング → 詳細はプロトコル 4 へ 

以下削除 

 

 

 

 

(5)体調記録・行動記録の作成 → 詳細はこちら  

•毎日の体調と行動を記録し、定期的にクラブに提出する  

•感染予防行動がとれていることの確認  

•「陽性」や「濃厚接触」のとき、影響範囲を調べるために行動記録が必

要 

 

●プロトコル４へ集約 

 

 

 

 

 

 

 

３ プロトコル３：WE クラブの活動段階と、公式検査 

28.WE リーグにおける入場者数の制限の考え方と前提となる感染防止

策 

(2)上限拡大の前提となる感染防止策 

制限緩和の前提として、サッカー興行の特性より、感染防止策の例を参

考に、下記①～⑧を確実に実行する。 

 

⑥試合中の観客の行動への介入  

○通常の感染ルール・マナー違反への対応を、マスク未着用、ひどい声出

し、指定された席に着席しないなどの感染リスクを伴うお客様にも適用する 

○場内アナウンス、大型映像を使った対処 

プロトコル３：WE クラブの活動段階と、公式検査 

28.WE リーグにおける入場者数の制限の考え方と前提となる感染防

止策 

(2)上限拡大の前提となる感染防止策  

制限緩和の前提として、サッカー興行の特性より、感染防止策の例を

参考に、下記①～⑧を確実に実行する  

  

⑥ 試合中の観客の行動への介入  

○ 通常の感染ルール・マナー違反への対応を、マスク着用が必須の場

面での未着用、ひどい声出し、指定された席に着席しないなどの感染リ

スクを伴うお客様にも適用する  

○ 場内アナウンス、大型映像を使った対処 

⚫ 「来場時」や「声出し応

援エリア」など。 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

４ プロトコル４（サッカーのトレーニング） 

73.マスク等の着用 

(1)選手：練習中以外は常時着用 

(2)監督・コーチ等：常時着用。練習中もできるだけ着用（特にフェーズ

3 まで） 

(3)医療スタッフ（ドクター、トレーナー、マッサー、フィジオ等） 

•感染の危険度が高い場合、マスク、手袋に加え、ガウンまたは代用品に

よる防護等を検討 

•但し、いずれも適切な交換を行う 

•特に手袋は、交換しない場合、却って感染リスクが高まる場合があり、手

指衛生に留意する 

(4)その他スタッフ：常時着用 

(5)「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント（厚生労働

省 2020 年 5 月 29 日） 

高温や多湿といった環境下でのマスク着用は、熱中症のリスクが

高くなるおそれがあるので、屋外で人と十分な距離（少なくとも２

ｍ以上）が確保できる場合には、マスクをはずすようにしましょう。 
 

プロトコル 4 （サッカーのトレーニング）  

73.マスク等の着用 

下表の方針に基づき、各自が予防行動を行う 

マスクなしの場合  
距離(2m 目安)をとるか、会話を制

限  

距離なしの場合  

（2m 未満目安）  
マスクをつけるか、会話を制限  

会話ありの場合  マスクをつけるか、距離を制限  

換気の悪い場所  マスクを着用  

 

⚫ マスク着用・距離・会話

の制限に関する新たな

整理に基づき、クラブごと

の判断とする 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

５ プロトコル 4 （サッカーのトレーニング）  

77. 練習前後のミーティング 

(1)屋外もしくはオンラインで行うことが望ましい 

(2)室内で実施する場合、窓を開けるか、空調設備による部屋の換気を

行う 

(3)入室者はマスクを着用する 

(4)監督、コーチなどの話し手は、聞き手と少なくとも 1m、できる限り 2m

の距離をとる 

 

 

プロトコル 5（チームの移動、宿泊） 

XXI. チームの宿泊 

93.ミーティング 

(1)屋外もしくはオンラインで行うことが望ましい 

(2)室内で実施する場合、窓を開けるか、空調設備による部屋の換気を

行う 

(3)入室者はマスクを着用する 

(4)監督、コーチなどの話し手は、聞き手と少なくとも 1m、できる限り 2m

の距離をとる 

 

 

プロトコル 4 （サッカーのトレーニング）  

77. 練習前後のミーティング  

(1)（削除）  

(2)室内で実施する場合、窓を開けるか、空調設備による部屋の換気

を行う  

(3)室内で実施する場合、会話を伴う場合は予めマスクを着用する。マ

スクを外した状態で会話しない 

(4) 屋外で実施する場合、近距離（目安 2m 未満）で話す場合

は、監督・コーチなど話し手はマスクを着用する 

 

プロトコル 5（チームの移動、宿泊） 

XXI. チームの宿泊 

93.ミーティング 

(1) （削除） 

(2) 室内で実施する場合、窓を開けるか、空調設備による部屋の換

気を行う 

(3) 室内で実施する場合、会話を伴う場合は予めマスクを着用する。

マスクを外した状態で会話しない 

(4) （削除） 

 

⚫ マスク着用・距離・会話

の制限に関する新たな

整理に基づく見直し 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

６ プロトコル７（有観客での試合開催）レベル１、レベル２ともに 

XXXV.チーム、審判員、及び競技 

3.チーム及び審判員全員に求められること 

(1)無理な来場は、勇気をもって、見合わせる 

• 体調がよくない場合（例：37.5 度以上の発熱、咳、喉の痛み、だ

るさ、味覚嗅覚の異常などの症状がある場合） 

• 陽性診断を受け医療機関等により行動制限を受けている場合（陽

性診断前でも検査で陽性判定を受けている場合） 

• 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

• 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要と

されている国、地域等への渡航があるなどして公的機関より行動制

限の要請を受けている場合      

(2)握手、抱擁などは行わない。ユニフォーム交換をしない 

(3)社会的距離（できるだけ 2m、最低 1m）を確保する      

(4)マスクを着用する。捕集効果の高い不織布製が望ましい。 

•特にベンチの中やハーフタイム中も不用意に外さない。 

プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXV. チーム、審判員、及び競技 

3. チーム及び審判員全員に求められること 

(1) 無理な来場は、勇気をもって、見合わせる 

• 体調がよくない場合（例：37.5℃以上の発熱、咳、喉の痛み、

だるさ、味覚嗅覚の異常などの症状がある場合） 

• 陽性診断を受け医療機関等により行動制限を受けている場合

（陽性診断前でも検査で陽性判定を受けている場合） 

• 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

• 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必

要とされている国、地域等への渡航があるなどして公的機関より行

動制限の要請を受けている場合 

(2) 握手、抱擁などは行わない 

(3) 社会的距離（できるだけ 2m、最低 1m）を確保する 

(4) 更衣室など、近距離で人が集まり会話が発生する場所ではマスク

を不用意に外さない。ベンチでは近距離で会話をする場合はマスク着用

を推奨する。捕集効果の高い不織布製が望ましい。 

 

⚫ マスク着用・距離・会話

の制限に関する新たな

整理に基づく見直し 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

７ ４．更衣室（チーム及び審判） 

(1)更衣室内でも社会的距離（できるだけ 2m、最低 1m）を確保する 

•空いている部屋があれば追加の更衣室として利用する（先発と控えで

分ける等） 

•追加の更衣室が難しい場合、時間をずらすなどの工夫をする 

(2)更衣室の滞在時間を、できるだけ減らす（目安：各自 30～40

分） 

(3)更衣室内では、試合前後の出場選手を除き、必ずマスクを着用する 

(4)タオル、飲水ボトル等を共用しない 

4. 更衣室（チーム及び審判） 

(1) 更衣室内は、換気をよくする 

 

 

 

(2) 会話する場合、話し手はマスクを着用する（ただし試合前後の出

場選手、審判員はこの限りではない） 

(3) 更衣室の滞在時間をできるだけ減らすことが望ましい（目安：各

自 30～40 分） 

(4) 人の集まる空間でのマスクなし会話は感染リスクが高まることに留

意する 

⚫ マスク着用・距離・会話

の制限に関する新たな

整理に基づく見直し 

⚫ 更衣室での過ごし方次

第でマスクの着脱、距離

の確保などを各自が判

断する 

８ 14.チームベンチ 

(1)ベンチの選手及びチームスタッフは、マスクを着用する。但し、テクニカル

エリアで指示を送る際は、マスクを外してよい 

(2)不要な会話・接触・指笛は控える 

14. チームベンチ 

(1) ベンチの選手及びチームスタッフは、近距離で会話をする場合はマ

スク着用を推奨する。但し、テクニカルエリアで指示を送る際は、マスクを

外してよい 

(2) 不要な会話・接触・指笛などは控える 

⚫ マスク着用・距離・会話

の制限に関する新たな

整理に基づく見直し 

⚫ チームベンチでの過ごし

方次第でマスクの着脱を

各自が判断する 

９ プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXII. 会場運営 

1. 来場者全員に求められること 

(4)マスクを着用する。捕集効果の高い不織布製が望ましい 

•ただし、呼吸器の疾患があるなどマスクの着用が難しい来場者に対して

は、他の来場者との距離を取るなどの次善策が取れる場合、マスク着用を

不要とすることも可能とする。 

プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXII.会場運営 

1. 来場者全員に求められること 

(4)マスクを着用する。捕集効果の高い不織布製が望ましい。 

•ただし、以下の場合はマスク不要とすることも可能とする。 

① 呼吸器の疾患やアレルギーなどがあり着用自体が困難な場合。ただ

し、他の来場者との距離を空けるなどの次善策をとること。 

② 熱中症対策でマスクを外す場合。会話、歓声、発声を控え、咳エチ

ケットに配慮する。会話、歓声、発声がある場合は、予めマスクを着用

⚫ 令和４年５月２３日

付 け 事 務 連 絡

https://corona.go.j

p/package/assets/

pdf/jimurenraku_se

igen_20220527.pdf

を反映 

⚫ スポーツイベントは原則

マスク着用の指針が継
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

する。 

③ 飲食する場合はマスクを外すが、マスクを外した状態で会話、歓声、

発声はしない。 

続されるが、外してもよい

場合を明記 

10 プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXII. 会場運営 

6.エアコン、ミストファン 

(1)エアコンの使用は制限しないが、換気を頻繁にすることを推奨する。飛

沫を飛ばないよう留意する 

(2)ミストファンサービスは、マスクが濡れる可能性がある。マスクを外すよう

な場面が出る可能性があるのであれば、好ましくない 

プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXII. 会場運営 

（削除） 

⚫ ミストファンは滞留しない

工夫のもと使用は制限

しない 

11 プロトコル 7 （制限付きの試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXIII. メディア及び中継制作・伝送 

1. 来場者全員に求められること 

(4)マスクを着用する。捕集効果の高い不織布製が望ましい。 

 

 

プロトコル 7 （制限付きの試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXIII. メディア及び中継制作・伝送 

1. 来場者全員に求められること 

(4)マスクを着用する。捕集効果の高い不織布製が望ましい。 

•ただし、以下の場合はマスク不要とすることも可能とする。 

① 呼吸器の疾患やアレルギーなどがあり着用自体が困難な場合。ただ

し、他の来場者との距離を空けるなどの次善策をとること。 

② 熱中症対策でマスクを外す場合。会話、歓声、発声を控え、咳エチ

ケットに配慮する。会話、歓声、発声がある場合は、予めマスクを着用

する。 

③ 飲食する場合はマスクを外すが、マスクを外した状態で会話、歓声、

発声はしない。 

⚫ メディア及び中継制作関

係者に対する指針を更

新 
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

12 プロトコル 7 （制限付きの試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXVI.ファン・サポーター 

(3)スタジアムではマスクを着用してください。織布製などウイルスの捕集効

果の高いものを推奨します。熱中症対策でマスクを外す場合は、屋外で

人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）の確保、咳エチケットに十分配

慮ください 

プロトコル 7 （有観客での試合開催）レベル１、レベル 2 ともに 

XXXVI.ファン・サポーター 

(3) スタジアム来場時にはマスクを着用してください。不織布製などウイ

ルスの捕集効果の高いものを推奨します。熱中症対策でマスクを外す

場合、会話、歓声、発声を控え、咳エチケットに配慮します。会話、歓

声、発声がある場合は、予めマスクを着用してください。 

⚫ マスク着用・距離・会

話の制限に関する新た

な整理に基づく見直し 

 

２．大会関係者、メディアへの事前の体調確認、来場の時刻の記録手続きの廃止 

No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

13 プロトコル 7（制限付きの試合開催）レベル 1、レベル 2 ともに 

XXXII. 会場運営 

4.スタジアムへの入退場の管理（管理者） 

(1)スタジアムのすべての入口で入退場チェックを行う 

•入口の数は適正に設置。欧州では、選手以外は 1 箇所に限定し、管

理を徹底している 

(2)入場前に体温を測定し、37.5 度以上の場合、または 37.5 度未満

でも症状がある場合や平熱よりも高いことが明らかな場合は入場をお断り

する 

•体温測定済みの方を識別する方法を工夫する。または再入場の際も体

温を測定する 

(3)来場者名簿を利用して、来場時刻を管理する 

 

(4)ホームクラブは来場者向けの「確認書」の運用をする 

プロトコル 7（制限付きの試合開催）レベル 1、レベル 2 ともに 

XXX. 会場運営 

4. スタジアムへの入退場の管理（関係者） 

(1) 削除 

 

 

(2) 入場前に体温を測定する、もしくは体温測定器を設置する。37.5

度以上の発熱や、37.5 度未満でも症状がある場合や平熱よりも高い

ことが明らか場合、入場不可を伝える。 

 

 

(3) 関係者に陽性者が発生した場合、必要な範囲へ連絡がとれるよ

う、来場状況を把握しておく 

(4) 削除 

⚫ 大会関係者（運営、報

道関係、設営等、一般

来場者以外のすべての

関係者を指す）への事

前の体調確認、来場時

刻の記録を廃止 

⚫ 体調確認については当

日の検温を継続 

⚫ 陽性者が発生した場合

に必要な範囲への連絡

ができるよう、来場状況

の把握は継続 

⚫ 主管クラブが独自の感

染対策を行う場合に大
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

•直近 2週間の体調不良や濃厚接触がなかったこと等の確認を書面等で

行う 

 

 

 

(5)すべての入口に手指消毒液を設置する 

 

 

 

 

XXXII. 会場運営 

５．スタジアムへの入退場の管理（ファン・サポーター） 

 

 

(5) 来場者が接触確認ソフト COCOA や都道府県の感染者情報受

信システムをダウンロード済みであることを確認する 

• 未了者向けに、QR コード入りの案内書を用意しておく 

(6) すべての入口に手指消毒液を設置する 

(7) その他、主管クラブが地域の感染状況などにより独自の感染対策

を講じている場合、主管クラブは来場者へ周知のうえ、来場者はそれら

を遵守する 

 

XXXII. 会場運営 

5. スタジアムへの入退場の管理（ファン・サポーター） 

(8) その他、主管クラブが地域の感染状況などにより独自の感染対策

を講じている場合、主管クラブは来場者へ周知のうえ、来場者はそれら

を遵守する 

会関係者がそれらを遵

守することを追記（感染

対策の規制緩和のフェ

ーズにありながらも、地域

によって感染状況が異な

るケースを想定） 

14 プロトコル７．制限付きの試合開催 

XXXIII.メディア及び中継制作・伝送 

２．WE リーグ試合取材における必須事項 

(1)すべてのメディアが事前申請を必須とし、共通システムを使用して当該

クラブと WE リーグに申請する 

(2)取材活動ができる人数制限を設け、取材許可がおりたメディアのみス

タジアム内での取材を可とする 

(3)取材活動が許可されたメディアは、健康管理・行動履歴等に関して

WE リーグが指定する方法により提出する。 

 

(4)受付時に検温を実施し、体温が 37.5 度以上の場合、また 37.5 度

プロトコル７．制限付きの試合開催 

XXXIII.メディア及び中継制作・伝送 

２．WE リーグ試合取材における必須事項 

(1) すべてのメディアが事前申請を必須とし、共通システムを使用して

当該クラブと WE リーグに申請する 

(2) 取材活動ができる人数制限を設け、取材許可がおりたメディアの

みスタジアム内での取材を可とする 

(3) 取材活動が許可されたメディアは、WEリーグメディアチャンネル上で

主管クラブ（対象試合のホームクラブ）の発行する取材要項を必ず確

認のうえ、感染対策に関する事前連絡がある場合、それらを遵守する。 

(4) 受付時に検温を実施し、体温が 37.5 度以上の場合、また 37.5

⚫ 報道関係者、中継制作

関係者のプロトコルにお

いても、事前の体調確

認は廃止する 

⚫ 2022 年 7 月 2 日より

適用 

⚫ 地域ごとの感染状況を

踏まえ、主管クラブの定

める独自の感染対策を

ご理解のうえ来場いただ

くことを追記 
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未満でも症状がある場合や平熱よりも高いことが明らか場合はスタジアム

での取材活動をお断りする。 

度未満でも症状がある場合や平熱よりも高いことが明らか場合はスタジ

アムでの取材活動をお断りする。 

15 プロトコル７．制限付きの試合開催 

XXXVII.試合会場の設営、撤去 

３．試合日以外に設営作業を行う場合 

(1)作業開始前に体温を測定する 

(2)予め作業に参加する者の名簿を用意し、来場時刻を管理する 

•感染者が出た場合、直ちに連絡がとれるよう、連絡先を把握しておく 

(3)作業に参加される方の「確認書（仮称）」の運用を検討する 

•直近 2週間の体調不良や濃厚接触がなかったこと等の確認を書面で行

ってもよい 

(4)全員が利用可能な場所に、手指消毒液を設置する 

 

4.撤収作業 

(1)予め作業に参加する者の名簿を用意し、来場時刻を管理する 

•感染者が出た場合、直ちに連絡がとれるよう、連絡先を把握しておく 

プロトコル７．制限付きの試合開催 

XXXVII.試合会場の設営、撤去 

3.試合日以外に設営・撤収作業を行う場合 

(1) 作業開始前に体温を測定する 

(2) 感染者が出た場合、直ちに連絡がとれるよう、連絡先を把握して

おく 

(3) 削除 

⚫ 設営関係者のプロトコル

においても、事前の体調

確認、来場時刻の記録

は廃止する 

16 プロトコル４（サッカーのトレーニング） 

XIX.トレーニング時の留意点 

66.アカデミー選手 

下記の条件をすべて満たしたアカデミー選手だけがトップの練習又は試合

に参加できることとします（但しフェーズ 4-②は、アカデミー選手以外の参

加も可能） 

(1)トップ選手と同じ水準の健康管理、行動記録作成を、14 日以上連

続で実施している 

(2)コロナまん延期におけるサッカーが感染リスクを伴うことについて、選手

及び保護者に説明し、了解を得ていること 

プロトコル４（サッカーのトレーニング） 

XIX.トレーニング時の留意点 

66.アカデミー選手 

下記の条件をすべて満たしたアカデミー選手だけがトップの練習又は試

合に参加できることとします（但しフェーズ 4-②は、アカデミー選手以外

の参加も可能） 

(1) トップ選手と同じ水準の健康管理、行動記録作成を、7 日以上

連続で実施している 

(2) コロナまん延期におけるサッカーが感染リスクを伴うことについて、選

手及び保護者に説明し、了解を得ていること 

⚫ トレーニングのプロトコル

は、練習生、アカデミー

選手や特別指定選手な

どを受け入れる場合、チ

ームに合流する前の体

調確認期間を 14 日間

から 7 日へ短縮 

⚫ 練習見学者については、

14 日前に遡っての体調

確認の宣誓の手続きは
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67.特別指定選手 

クラブに所属していない選手は、下記の条件をすべて満たした場合に限

り、トップの練習又は試合に参加できることとします（但しフェーズ 4-②は、

特別指定選手以外の参加も可能） 

(1)『特別指定選手の活動に関する覚書（契約内定選手）』を締結し

ている 

(2)トップ選手と同じ水準の健康管理、行動記録作成を、14 日以上連

続で実施している 

(3)コロナまん延期におけるサッカーが感染リスクを伴うことについて、選手、

保護者及び所属元に説明し、了解を得ていること 

 

71.ファン・サポーターへの練習の公開 

(1)リーグ再開前から無観客試合の期間は、非公開とする 

(2)公式試合が無観客から観客ありに移行する 1 週間前から、公開可と

する 

•選手・チームスタッフと、ファン・サポーターの動線を分ける 

•入場前に体温測定し、37.5 度以上の場合、または 37.5 度未満でも

症状がある場合や平熱よりも高いことが明らかな場合などは、練習場から

退去していただく 

•ファン・サポーターとその家族・同居者が、直近 14 日間にコロナ感染症の

疑い症状（発熱、咳、喉の痛み、だるさ、味や臭いの異常）を起こしてい

ないことを、宣誓する 

•緊急時の連絡先をご提出いただく 

 

67.特別指定選手 

クラブに所属していない選手は、下記の条件をすべて満たした場合に限

り、トップの練習又は試合に参加できることとします（但しフェーズ 4-②

は、特別指定選手以外の参加も可能） 

(1) 『特別指定選手の活動に関する覚書（契約内定選手）』を締

結している 

(2) トップ選手と同じ水準の健康管理、行動記録作成を、7 日以上

連続で実施している 

(3) コロナまん延期におけるサッカーが感染リスクを伴うことについて、選

手、保護者及び所属元に説明し、了解を得ていること 

 

71.ファン・サポーターへの練習の公開 

(1) リーグ再開前から無観客試合の期間は、非公開とする 

(2) 公式試合が無観客から観客ありに移行する 1 週間前から公開可

とする 

(3) 選手・チームスタッフと、ファン・サポーターの動線を分ける 

(4) 以下に該当する場合、見学を見送るようクラブは予め周知する 

• 体調がよくない場合（例：37.5℃以上の発熱、咳、喉の痛み、

だるさ、味覚嗅覚の異常などの症状がある場合） 

• 陽性診断を受け医療機関等により行動制限を受けている場合

（陽性診断前でも検査で陽性判定を受けている場合） 

• 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

• 過去 14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必

要とされている国、地域等への渡航があるなどして公的機関より行

動制限の要請を受けている場合 

廃止 

⚫ 練習見学者への留意事

項を試合来場時の留意

事項に準拠する表現に

修正 
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３．陽性者の公表基準の細則の設定（チーム関係者と一切接触のない場合） 

No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

17 25.関係者が陽性判定を受けた場合の発表方法 

 

 対象者  発表  

1  

トップチームの選手、コーチングスタッ

フ、アスティックトレーナー、マッサー

等、WE リーグ第 36 条①と③に定め

る対象者 

• 所属クラブが発表する 

• ドクターは除く 

2  アカデミー、男子、スクールの選手  

• 発表の有無は所属クラブが決定

する 

• 学校や勤務先との関係、及び本

人のプライバシー等を、慎重に考

慮する  

3  

その他のクラブ関係者  

（上記１以外の、クラブ役職員、ア

カデミーコーチ等）  

• 発表の有無は、所属クラブが決

定する  

• ただし、以下の場合は公表を原

則とする  

① クラスター認定がなされた場

合 

25.関係者が陽性判定を受けた場合の発表方法 

 

  対象者  発表  

1  

トップチームの選手、コーチングスタッ

フ、アスティックトレーナー、マッサー

等、WE リーグ第 36 条①と③に定め

る対象者 

• 所属クラブが発表する  

ただし、代表活動、入院中、シーズンオフ

期間、日本への入国前に罹患するなどし

て、チーム関係者と一切接触のない者

で、解散日、出発日、入院日のいずれか

から 3 日後以降から所属チームへの合流

前に罹患した場合は、公表の対象から外

してよい  

2  アカデミー、男子、スクールの選手  

• 発表の有無は所属クラブが決定

する  

• 学校や勤務先との関係、及び本

人のプライバシー等を、慎重に考

慮する  

3  

その他のクラブ関係者  

（上記１以外の、クラブ役職員、ア

カデミーコーチ等）  

• 発表の有無は、所属クラブが決

定する  

• ただし、以下の場合は公表を原

則とする  

① クラスター認定がなされた場

合 

⚫ チーム関係者と接触のな

い 状 況 で 罹 患 し た 場

合、個人特定リスクに比

して公衆衛生への効果

が限定的であることから

公表要件から外す  
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

② 自治体や保健所、社外の

関係先等から個別に公表

協力があった場合  

③ 不特定多数の者が 2 次感

染となりえる状況で罹患した

場合  

④ 罹患に伴い事業所を営業

停止する場合  

⑤ その他、客観的に必要と判

断できる場合  

4  WE リーグ担当審判員  ・ ＪＦＡが発表する  

5  リーグ役職員  1. 以下の場合は公表を原則とす

る 

2. ①クラスター認定がなされた場

合 

3. ②自治体や保健所、社外の

関係先等から個別に公表協

力があった場合  

4. ③不特定多数の者が 2 次

感染となりえる状況で罹患し

た場合  

5. ④罹患に伴い事業所を営業

停止する場合  

6. ⑤その他、客観的に必要と判

断できる場合   

６ ビジネススタッフ（クラブ）  ・発表の有無は、クラブと当人の所属先が

② 自治体や保健所、社外の

関係先等から個別に公表

協力があった場合  

③ 不特定多数の者が 2 次感

染となりえる状況で罹患した

場合  

④ 罹患に伴い事業所を営業

停止する場合  

⑤ その他、客観的に必要と判

断できる場合  

4  WE リーグ担当審判員  ・ ＪＦＡが発表する  

5  リーグ役職員  1. 以下の場合は公表を原則とす

る 

2. ①クラスター認定がなされた場

合 

3. ②自治体や保健所、社外の

関係先等から個別に公表協

力があった場合  

4. ③不特定多数の者が 2 次

感染となりえる状況で罹患し

た場合  

5. ④罹患に伴い事業所を営業

停止する場合  

6. ⑤その他、客観的に必要と判

断できる場合   

６ ビジネススタッフ（クラブ）  ・発表の有無は、クラブと当人の所属先が
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No 現行版 7/8 改定 改定ポイント 

※クラブとの関係で試合運営に協

力する企業・団体のスタッフ、ボラン

ティア等 

十分調整したうえで決定する。その際、当

人の業務範囲、影響範囲を考慮する 

7  

ビジネススタッフ（リーグ）  

※リーグとの関係で試合運営に協

力する企業・団体のスタッフ、ボラン

ティア等  

・発表の有無は、リーグと当人の所属先が

十分調整したえで決定する。その際、当

人の業務範囲、影響範囲を考慮する 

8  試合観戦者  

・濃厚接触者を特定するためにクラブが、

どの試合のどの座席で発生したか、発表す

ることがある 

・発表に先だって、保健所と十分に協議す

る 

9  上記の当事者の家族・同居人  ・発表しない 
 

※クラブとの関係で試合運営に協

力する企業・団体のスタッフ、ボラン

ティア等 

十分調整したうえで決定する。その際、当

人の業務範囲、影響範囲を考慮する 

7  

ビジネススタッフ（リーグ）  

※リーグとの関係で試合運営に協

力する企業・団体のスタッフ、ボラン

ティア等  

・発表の有無は、リーグと当人の所属先が

十分調整したえで決定する。その際、当

人の業務範囲、影響範囲を考慮する 

8  試合観戦者  

・濃厚接触者を特定するためにクラブが、

どの試合のどの座席で発生したか、発表す

ることがある 

・発表に先だって、保健所と十分に協議す

る 

9  上記の当事者の家族・同居人  ・発表しない 
 

 


